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　令和６年１月１日　能登半島において最大震度７を記録する大きな地震が観測されました。この地震でお亡くなり
になられた方に深く哀悼の意を表するとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。当機構が保有す
る国立能登青少年交流の家（石川県羽咋市）では、震災発生からすぐに避難所を開設し、地域の避難者の方の受け
入れを行いました。その後は、被災地支援として、各支援団体の防災拠点としての活用、浴室の一般開放、リフレッ
シュキャンプなどを実施してきました。今もなお、震災の爪痕が残る地域のために、機構一丸となり被災地支援に取
り組んでまいります。

　さて、当機構は、我が国における「青少年教育の振興」及び「健全な青少年の育成」を目指し、海・山・川の自然あ
ふれる27の地方施設（国立青少年交流の家・自然の家）と、東京都に都市型の青少年教育施設である国立オリン
ピック記念青少年総合センターを有し、自然体験活動や集団宿泊活動をはじめ、科学・文化芸術・国際交流といっ
た多様な体験活動の機会と場を長年にわたり提供しています。
　また、国の政策実現に向けた取組として、SDGs達成の担い手を育む教育である「ESD（持続可能な開発のため
の教育）」の推進や国土強靭化への対応、地域との連携・協働の推進による地域貢献等の取組も進めています。

　現代の青少年を取り巻く環境は、技術の進化、社会の変化により大きく変化し、子供・若者の貧困、精神的な負
担の増加、教育・体験格差など、現代の青少年が直面する課題は多岐にわたっています。社会の多様化が進む中、
これらの課題を解決していくためには、障害の有無や文化的・言語的背景、家庭環境などにかかわらず、社会教育
施設、企業、団体、家庭、地方公共団体等と連携し、包括的なサポートが不可欠です。
　当機構では、青少年教育の発展を目指すとともに、このような課題を解決していくため、オープンイノベーション
を見据え、新たな事業や体験活動プログラムの開発等に積極的に取り組んでまいります。加えて、組織内部だけで
なく外部のリソースやアイデアを取り入れ、次世代のリーダーを育成し、持続可能な社会の実現に向けた教育を推進
することで、青少年が未来に向けて成長できる環境を整えています。

　令和４年度、文部科学省は「子供の体験活動推進宣言」（令和４年６月）を発表し、令和６年度は最終年度にあた
ります。新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことにより、長きにわたって制限されてきた活動が再開し、
全国にある私たちの施設にもたくさんの声が響き渡るよ
うになりました。
　当機構のビジョンである「青少年一人ひとりが幸福を
追求できる持続可能な社会」の実現のために、7Cs（７
つの行動指針）の下、「誰一人取り残すことなく、全ての
子供たちに良質な体験を提供すること」を職員が一丸と
なって目指してまいります。また、コロナで失われた社会
全体的な体験の機会を子供に限らず、広く青少年、大人
たちにも提供していけるよう尽力してまいります。
　令和６年度も、当機構の事業運営にご理解・ご協力を
よろしくお願いいたします。
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全国高校生体験活動顕彰制度「地域探究プログラム」（愛称：ちいぷろ！）

　妙高市では、小学生を対象に総合的な学習の時間等で上越森林管理署などと連携
し、森林の大切さや環境保全の必要性を学ぶ「みどりの環境学習」を実施しています。
当施設でも関係機関と連携し、妙高戸隠連山国立公園内にある妙高山（2,454m）の麓に広がる大自然を活用し
たプログラムを森林環境学習「みどりの学習」と位置付け、妙高市が実施する「みどりの環境学習」と共同して推進
を図っています。
　令和５年度は、夏に行った「下草刈り体験」で出た枝木などを材として「秘密基地づくり」や「木の実クラフト」、
「薪拾いと野外炊事（親子活動）」などの活動につなげるプログラムをはじめ様々なプログラムを実施しました。
　すぐに答えを求めたり教えたりするのではなく、子供たちが感じたことや気づいたことを大切にしながら、自然
の面白さや不思議さに気付いたり、興味関心を高めたりすることを通して主体的、対話的で深い学びの実現を目
指しています。

森林環境学習「みどりの学習」
施設名：国立妙高青少年自然の家　参加者：計952名

　郷土や自然に愛着を持ち、新たな価値を創造できる高校生の育成を目指し、高等学校の「総合的な探究の時間」に
おける「探究」の手法を取り入れたプログラムとなっています。地域活動を行うための考え方や計画づくりを実体験
から学ぶ「オリエンテーション合宿」と地域での「実践活動」を実施する『地域探究トライアル』、その実践活動での学び
や内容を「地方ステージ」や「全国ステージ」で発表し、仲間と交流する『地域探究アワード』から構成されています。

　自然の家周辺の伊那谷地域では、山国でタンパク質が手に入りにくかったこ
とから古くから「昆虫食」が根付いてきた地域です。今回はこの「昆虫食」をテー
マに県内外の高校生が２泊３日のオリエンテーション合宿に参加しました。
　フィールドワークでは、地域で最先端技術を駆使して食用コオロギの養殖を
行っている会社を見学し、現在の地球規模での人口動態や食糧危機について学び、昨今、なぜ昆虫食が注目され
ているのかを学びました。その後は実際に地域の川で伝統漁法を用いて捕られたザザムシを活用して、ふりかけ
開発・販売をした地元の高校生たちと意見交換をしました。
　自然の家の敷地を流れる川でも実際に昆虫の採取も実施し、野外炊事では、地元の高原野菜を使ったカレー
作りも行いました。もちろん「昆虫食」にもチャレンジして、数種類の「昆虫食」を堪能しました。
　振り返りでは焚火を囲みながらグループ毎に意見交換を行い、最後は２泊３日で学んだことを発表しました。

　専用サイトにて、事業概要や実際に参加した方のインタビューを掲載しています。
　https://ie-program.niye.go.jp/

※令和３・４年度は、オンラインによる交流を実施。令和５年度は、ミクロネシア諸島からの訪日プログラムのみ再開。
令和６年度は、日本の子供たちを対象とした派遣事業も再開予定。

地域探究トライアル「オリエンテーション合宿（高校生キャンプ）」
施設名：国立信州高遠青少年自然の家　参加者：高校生９名

　児童養護施設の子供たちが、沢登りやナイトハイクなどの自然体験活動、クラ
フト活動や野外炊事、流しそうめん体験等の様々な体験の場を通じて、自尊感
情を高めるとともに、体力の向上及び基本的な生活習慣の定着を図ることを目
的に実施しました。
　初日の沢登りとクラフト活動、２日目の流しそうめん土台作りと材料準備等、
活動を選択制にしたことで、自分の意志で好きな活動を選ぶことができたことも、積極的な取組みへつながりまし
た。沢登りでは、初めは恐る恐る進んでいる子供もいましたが、途中からは中高生が小学生をリードし、手を差し
伸べたり励ましたりする姿が見られ、流しそうめん土台つくりでは、初めての「のみ」を使っての慣れない作業に対
し、真剣に取り組む姿が見られました。
　連携機関のスタッフからは「普段の生活では考えられない子供たちの新しい一面が見られた。」「沢登りでは、苦
戦する小学生を高校生が積極的にサポートする姿や声掛けがあり、感動した。」との声が寄せられました。

わくわくチャレンジキャンプ
施設名：国立諫早青少年自然の家　参加者：児童養護施設22名

　本事業はオンデマンドによる事前研修、２泊３日の本番と２回に分け、青少年教育
研究センターと連携し、体験活動で得られる教育的効果と「探究力」向上との関連を
検証するため、今まで学校で学んだ知識や経験を関連付けながら、登山の準備や実
践を行うことにより、今後の学習における探究力を高める一助とすることを目的に実施しました。
　事前研修では、歩く速さ、縮尺図の読み方、持っていく水分量や行動食の量を計算から求めるなど、登山計
画を立てるのに必要な知識を、学校で学んだ内容と結びつけながら自ら考えてみる時間を設け、事業本番では、
それぞれが考えてきた登山計画を元に、班としての登山計画を立て、出発時間や休憩時間、場所など、参加者
同士が話し合いを行い、自分たちで決定することで、主体的に取り組めるようにしました。
　事業を通して、登山の知識や学校で学習した知識を活用することで、小学生の力でも登山を行うことができ、
学校での既習事項をもとに、等高線や縮尺を活用して、地形図から実際の距離や高度について考えることができ
るようになりました。

みんなの登山物語 ～登山を通して脳力を鍛えよう～
施設名：国立大雪青少年交流の家　参加者：小学校5・6年生23名
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絵本

「体験の風をおこそう」運動推進のための取組み

　令和6年2月16日に、「未来を拓く子供応援フォーラム」を開催しました。このフォーラムは、「体験の風をおこそう」
運動と「早寝早起き朝ごはん」国民運動を連動した取組みとして、全国各地に体験活動の普及を図る取組みとして実施し
ました。当日は、書家の金澤 泰子さん、金澤 翔子さんをお迎えし、金澤 翔子さんによる揮毫（きごう）や、金澤 泰子さ
んによる「子供の可能性を育てる体験活動・生活リズムの向上等の視点」と題したご講演をいただきました。
　このほか、企業と学校教育をつなぐ体験活動の場の提供についてのパネルディスカッションや学校・企業・行政等、
青少年教育に関わる団体が集い、つながりをつくる場としてポスターセッションを行いました。

令和5年度未来を拓く子供応援フォーラム

特別講演の様子（金澤 泰子様、金澤 翔子様） ポスターセッションの様子

https://taikennokaze.jp/

　子供の読書活動の重要性が指摘される中、読書活動を推進するために、絵
本に関する高度な知識、技能、感性を備えた「絵本専門士」を養成しています。

内容の講座です。
　絵本専門士は、地域での読み聞かせ会の開催、所属する幼稚園や小学校等での読み聞かせ、絵本の出版
など、全国各地で活躍しています。

日本子守唄協会
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「体験の風をおこそう」運動推進事業

「体験の風をおこそう」運動推進事業
推進事業のうち「子ども体験遊びリンピック」

　体験活動の面白さや楽しさを味わうことを通じて、日頃から様々な体験に取り組む気持ちを育むことを目的とし
て、子供やその家族を対象にキッズフェスタを開催しています。令和５年度は10月28日（土）に国立オリンピック
記念青少年総合センター及び代々木公園を会場に「秋のキッズフェスタ2023」をおこない、延べ2,502名に来場
いただきました。
　様々な「体験」を楽しむ一日を！をテーマに、秋にちなんだ「スポーツの秋」「食育の秋」「アウトドアの秋」「文化芸術
の秋」の多種多様なブースや、体験の風をおこそう運動応援団によるスポーツ教室など、32の団体・企業にご協力
いただき実施しました。 　
　また、今回は新たな取組みとして子育て世代の保護者を対象にした「サポートブース」を新設し、小さな子供連れ
の保護者の方の子育てへの悩みにも寄り添う場を作る事ができました。

「体験の風をおこそう」運動推進委員会では、年間を通じて各地域で様々な体験の機会や場の拡充に向けた
社会的機運の醸成に取り組んでおり、本運動に賛同して実施する事業や、「子ども体験遊びリンピック」への
エントリー団体・施設を募集しています。
※これまで本事業は、毎年10月を推進月間と定めて実施していましたが、より多くの体験を子供たちに提供
できるよう、通年で登録いただく事としました。その為、令和５年度より事業名を「体験の風をおこそう」推
進月間事業から「体験の風をおこそう」運動推進事業に変更いたしました。

「子ども体験遊びリンピック」とは、「体験の風をおこそう」運動推進事業にて競技性のある活動（遊び）を体験する取組みです。

5 945 2,184
2621165

キッズフェスタ

現在活躍している応援団任命年度

4
伊調　 馨　氏（女子レスリングオリンピック４連覇）
瀬川  晶司　氏（プロ棋士）
恐竜くん（サイエンスナビゲーター）

　令和５年度は、国立青少年教育施設28か所と地方公共団体等の実行委員会12団体の計40団体が、地域ぐるみ
で「体験の風をおこそう」運動を推進しています。

https://taikennokaze.jp/navigator
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　会員や都道府県に向け、データや活動報告等を記載したニュースレターを３か
月ごとに発行しています。

　全国各地で、クイズや紙芝居等を行うなど、子供たちに「早寝早起き朝ごはん」
に興味を持っていただけるようPRを行っています。

　専門家による講演やトークセッション等を通し、子供の生活リズムの重要性に
対する知識や理解を深めることを目的として実施しています。

https://www.
hayanehayaoki.jp/
download.html
各種資料はこちら

２

　子供たちが健やかに成長していくためには、適切な運動、調和のとれた食
事、十分な休養・睡眠が大切です。
　しかし、最近の子供たちは、この必要不可欠な基本的生活習慣が大きく乱
れており、その乱れが学習意欲や体力、気力の低下の要因の一つとして指摘されています。
　このような状況に鑑み、「早寝早起き朝ごはん」の励行など幼児期からの基本的生活習慣の確立
を目指して、平成18年に「早寝早起き朝ごはん」国民運動がスタートしました。
　国や都道府県をはじめ、各地域や学校でそれぞれの実態に即した多様な取組みが展開されたこ
とで、様々な成果がでています。

314
6

　「早寝早起き朝ごはん」全国協議会は、子供の望ましい基本的な生活習慣を育成し、生活リズムを向上させ、読
書や外遊び・スポーツなど様々な活動に取り組んでもらうとともに、地域全体で家庭の教育力を支える社会的気
運の醸成を図るための「早寝早起き朝ごはん」国民運動を推進するために設立されました。PTAをはじめ、青少
年・スポーツ・文化関係・読書活動・食育推進等の諸団体、企業など、幅広い関係団体等で構成されています。
　当機構では、「早寝早起き朝ごはん」全国協議会の事務局を運営し、この国民運動を積極的に推進していきます。

　「早寝早起き朝ごはん」の取組みがどのようなもので、どのような効果がある
のかを知っていただくために、各年齢期に合わせた普及・啓発資料を作成・配
布しています。

第11回秋のキッズフェスタ

５ 111

　困難な環境にある子供を対象に、体験活動を通じて、規則正しい生活習慣や自立する力を身につけるための
「生活・自立支援キャンプ」を実施しています。令和５年度は、児童養護施設を対象に17事業、ひとり親家庭等を
対象に23事業、その他9事業、合計49事業を実施しました。

　私は令和５年度から学生サポーターとして活動しています。
　昨年度は主に施設の環境整備や各事業の運営補助を行いました。
　特に、９泊10日で行われたサマースクールの運営補助では、子
供たちが自分自身で考えながら様々な行動ができるよう、自然体
験や文化体験といった体験活動、グループ活動において指導・助
言を行いました。
　学生サポーターとしての活動は、子供たちとの交流を通じて自
己成長を実感できる貴重な経験です。自然体験や文化芸術体験な
どを通じて子供たちの可能性を引き出し、共に成長できることに
やりがいを感じています。青少年教育施設だからこそできる仕事
や出会いが貴重な学びに繋がっていることが魅力です。

5
国立オリンピック記念青少年総合センター　斎藤 志乃さん　

3 7

「早寝早起き朝ごはん」全国協議会ホームページ
https://www.hayanehayaoki.jp/

　近年、「こども大綱」（令和５年12月22日閣議決定）が策定され、子供の貧困に対する取組みが政府全体で
進められています。

15



　会員や都道府県に向け、データや活動報告等を記載したニュースレターを３か
月ごとに発行しています。

　全国各地で、クイズや紙芝居等を行うなど、子供たちに「早寝早起き朝ごはん」
に興味を持っていただけるようPRを行っています。

　専門家による講演やトークセッション等を通し、子供の生活リズムの重要性に
対する知識や理解を深めることを目的として実施しています。

https://www.
hayanehayaoki.jp/
download.html
各種資料はこちら

２

　子供たちが健やかに成長していくためには、適切な運動、調和のとれた食
事、十分な休養・睡眠が大切です。
　しかし、最近の子供たちは、この必要不可欠な基本的生活習慣が大きく乱
れており、その乱れが学習意欲や体力、気力の低下の要因の一つとして指摘されています。
　このような状況に鑑み、「早寝早起き朝ごはん」の励行など幼児期からの基本的生活習慣の確立
を目指して、平成18年に「早寝早起き朝ごはん」国民運動がスタートしました。
　国や都道府県をはじめ、各地域や学校でそれぞれの実態に即した多様な取組みが展開されたこ
とで、様々な成果がでています。

314
6

　「早寝早起き朝ごはん」全国協議会は、子供の望ましい基本的な生活習慣を育成し、生活リズムを向上させ、読
書や外遊び・スポーツなど様々な活動に取り組んでもらうとともに、地域全体で家庭の教育力を支える社会的気
運の醸成を図るための「早寝早起き朝ごはん」国民運動を推進するために設立されました。PTAをはじめ、青少
年・スポーツ・文化関係・読書活動・食育推進等の諸団体、企業など、幅広い関係団体等で構成されています。
　当機構では、「早寝早起き朝ごはん」全国協議会の事務局を運営し、この国民運動を積極的に推進していきます。

　「早寝早起き朝ごはん」の取組みがどのようなもので、どのような効果がある
のかを知っていただくために、各年齢期に合わせた普及・啓発資料を作成・配
布しています。

第11回秋のキッズフェスタ

５ 111

　困難な環境にある子供を対象に、体験活動を通じて、規則正しい生活習慣や自立する力を身につけるための
「生活・自立支援キャンプ」を実施しています。令和５年度は、児童養護施設を対象に17事業、ひとり親家庭等を
対象に23事業、その他9事業、合計49事業を実施しました。

　私は令和５年度から学生サポーターとして活動しています。
　昨年度は主に施設の環境整備や各事業の運営補助を行いました。
　特に、９泊10日で行われたサマースクールの運営補助では、子
供たちが自分自身で考えながら様々な行動ができるよう、自然体
験や文化体験といった体験活動、グループ活動において指導・助
言を行いました。
　学生サポーターとしての活動は、子供たちとの交流を通じて自
己成長を実感できる貴重な経験です。自然体験や文化芸術体験な
どを通じて子供たちの可能性を引き出し、共に成長できることに
やりがいを感じています。青少年教育施設だからこそできる仕事
や出会いが貴重な学びに繋がっていることが魅力です。

5
国立オリンピック記念青少年総合センター　斎藤 志乃さん　

3 7

「早寝早起き朝ごはん」全国協議会ホームページ
https://www.hayanehayaoki.jp/

　近年、「こども大綱」（令和５年12月22日閣議決定）が策定され、子供の貧困に対する取組みが政府全体で
進められています。

16



　Sea to Summitは㈱モンベルが実施している、人力
のみで海（カヤック）から里（自転車）、そして山頂（登山）へ
向かうプロセスで、自然の循環を肌で感じながら自然への
理解を深める環境スポーツイベントです。モンベルとの共創
により、青少年の生きる力を育み、SDGsを推進する目的
で企画し、機構施
設の地域性を活か
した奥行きのある
自然体験イベント
ととして実施して
います。

SEA TO SUMMIT for Children
　子どもたちの防災意識と災害対応力の向上や STEAM 
教育、地方自治体等との連携による防災教育等の実施を
とおして、防災教育を促進し、社会や青少年が直面する
課題に対応することで、健全な青少年を育成することを目的
としてタイガー魔法瓶株式会社と包括連携協定を締結しま
した。震災のあっ
た、能登において
は防災教育の一
環として野外炊飯
器を用いた、防災
ご飯作り体験を実
施しました。

タイガー魔法瓶株式会社 阿蘇医療センター
　「すべての子どもたちの笑顔のために」を主題に掲げ自己肯定感や意欲、
忍耐力などの「非認知能力」と言われる学力テストなどでは数値化されない、
子どもの将来や人生を豊かにする力、いわゆる「生きる力」を育むことを目的
に官民一体では初の開催となる「春のキッズフェスタ2023」を株式会社ラフ
＆ピースマザー及び株式会社CANVASとの共催で開催しました。国立オリン
ピック記念青少年総合セン
ター（東京都）を会場に124
の体験プログラムを実施し２
日間（2023.5/27～28）で
約15,000人の来場があり
ました。
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感染症・傷病等の治癒協力、医療研修、
環境教育、防災教育及び人材育成等を推進
し、持続可能
な地域社会の
実現発展に寄
与することを
目的として、連
携協定を締結
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　被災した児童・生徒に、自然に親しみながらの体験活動を提供し、心穏や
かに、心身ともにリフレッシュする機会を提供するため、被災地域の小中学生
を対象にしたリフレッシュキャンプを実施しました。

リフレッシュキャンプの実施

令和６年能登半島地震における取組み
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震に対して、機構は活動プログラムの提供や宿泊施設等の提供による支援
を展開しました。

国立青少年教育振興機構アンバサダー
　国立青少年教育振興機構の取組みを広く発信することにより、機構のイメージアップ及び認知度向上を図るため、
令和６年度より国立青少年教育振興機構アンバサダー（以下機構アンバサダー）を設置しました。
　機構アンバサダーには、それぞれの知見や専門性を活かして、国立青少年教育振興機構の魅力を紹介する活動や
イベントの参画、PRなどに携わっていただきます。

● 国立青少年教育振興機構アンバサダー
1

　能登には多くの人が避難し、避難所として受け入
れました。また、断水の影響で自宅での入浴が困難
な被災者に対し、1月10日～ 3月31日の期間、定
期的に浴室の無料開放を行い、延べ約１万人の利用
がありました。浴室開放時には体験・遊びコーナー
も開設し、卓球やボードゲーム等が楽しめるスペース
を提供しました。
　また、発災直後から官公庁はじめ医療関係者、ボ
ランティア団体など復興関係者を受け入れるとともに、
羽咋市との福祉避難所協定に基づき輪島市のグルー
プホーム入所者31名、寮や自宅が被災したことにより通学が困難な生徒の二次避難所として２校56名
を受け入れました。

宿泊施設等の提供
2

区分

リフレッシュデイキャンプ

笑顔キャラバン隊

リフレッシュ春キャンプ

実施場所

能登

七尾市立小丸山小学校

能登・立山

事業数

７回

３回

３回

参加者数

163名

355名

143名

氏　　名

五十嵐美樹

岡田　武史

金澤　翔子

隈　　研吾

増田　明美

籔内佐斗司

所　属・役　職

東京都市大学特任准教授、サイエンスエンターテイナー

株式会社 今治．夢スポーツ代表取締役会長
公益財団法人日本サッカー協会副会長

書家

建築家
東京大学特別教授・名誉教授

スポーツジャーナリスト

彫刻家

（令和６年４月現在　五十音順、敬称略）
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32

　学校や青少年団体、青少年教育関係者等が、目的やねらいに応じた主体的で効果的な
活動を行うことができるよう、全国28か所にある教育施設において広く学習の場や機会
を提供し、研修目的達成に向けた、より効果的なプログラムの提案や教育的指導・助言
等を行っています。また、社会性や規則正しい生活習慣を身につけることができるよう、
共同での宿泊体験の中に、朝夕のつどいの場や、標準生活時間等を設けています。 て

（春～秋）

（夏）
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　調査研究や教育事業等の成果をまとめた報告書等を発行し、全国の青少年教育関係機関・団体等に配布しています。
　また、これらの情報はホームページからも閲覧することができます。

国立青少年教育施設における傷病の概況（令和４年度調査）

　毎年度国立青少年教育施設で発生した傷病や事故の状況を把握し、その傾向や要因を検証して、施設の安全
性の改善や安全対策の充実に資することを目的とした調査を行っています。
　調査結果を教育現場での安全意識の向上につなげてもらうため、指導者用のチラシを作成し、利用団体に配
布して啓発しているほか、当機構のHPで公開しています。

● 安全は楽しい活動の第一歩（令和５年度作成）より

1

https://www.niye.go.jp/wp-content/
uploads/2024/04/anzen2024.pdf

指導者用チラシ
ダウンロード

を公開しています。

を発信しています。

含め
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図1　1年間の学校外での体験活動（実際にしたこと、してほしいこと）（小学生の保護者）　※差の大きな項目を抜粋
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図2　1年間の学校外での体験活動（実際にしたこと、したいこと）（中2、高2）　※差の大きな項目を抜粋
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青少年の体験活動等に関する意識調査

　青少年の自然体験や生活体験等の実施状況や日々の生活習慣の実態、自立に関する意識等について、全国
規模の調査を平成１８年度から実施しています。
● 主な調査結果（「青少年の体験活動等に関する意識調査（令和４年度調査）」報告書（令和６年３月）より）
　 ① 放課後や休日に、保護者が子供に活動的な過ごし方を希望しているのに対して、青少年は家でゆっくり

できる過ごし方を希望する傾向がみられる。
　 ② 世帯年収２００万円未満と1,200万円以上の両方で、青少年の放課後や休日の過ごし方の満足感が低い

傾向がみられる。
　 ③ 青少年は、保護者や自身が希望するほどの体験ができていない。
　 ④ 令和元年と比べると、コロナ禍を経て、青少年の体験活動が減少している。
　 ⑤ 「あの人のようになりたい」と思う大人は有名人が４割程度で最も多い。なりたいと思う大人がいないと

いう割合は、学年が上がるにつれて増加し、高校生では３割程度となっている。

　小学生には１年間の学校外での体験活動として「実際にしたこと」を、その保護者には１年間の学校外での体験
活動として子供に「してほしいこと」をそれぞれ尋ねて回答の比較を行いました。小学生の保護者が「とてもして
ほしい」または「少ししてほしい」と回答した割合は１３項目のうち１２項目で９割以上であり、各質問に「してほし
くない」と答えた割合も１割未満でした。
　中学生と高校生に対して、１年間の学校外での体験活動として「実際にしたこと」と「したいこと」を尋ねて回答
の比較を行いました。「農業や林業、漁業での勤労や生産を体験すること」、「商店（お店）や会社などで実際の
職業を体験すること」、「外国の人と話したり、遊んだり、一緒に生活したりすること」は、体験の希望と実際の
体験活動の実施との差が大きいという実態が分かりました。

2

青少年は、保護者や自身が希望するほどの体験ができていません。

＼ここに注目しました／

報告書
https://koueki.net/user/niye/110376019-1zentai.pdf

概要
https://koueki.net/user/niye/110376019-1gaiyou_r4ishikichousa.pdf
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図1　1年間の学校外での体験活動（実際にしたこと、してほしいこと）（小学生の保護者）　※差の大きな項目を抜粋
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図2　1年間の学校外での体験活動（実際にしたこと、したいこと）（中2、高2）　※差の大きな項目を抜粋
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青少年の体験活動等に関する意識調査

　青少年の自然体験や生活体験等の実施状況や日々の生活習慣の実態、自立に関する意識等について、全国
規模の調査を平成１８年度から実施しています。
● 主な調査結果（「青少年の体験活動等に関する意識調査（令和４年度調査）」報告書（令和６年３月）より）
　 ① 放課後や休日に、保護者が子供に活動的な過ごし方を希望しているのに対して、青少年は家でゆっくり

できる過ごし方を希望する傾向がみられる。
　 ② 世帯年収２００万円未満と1,200万円以上の両方で、青少年の放課後や休日の過ごし方の満足感が低い

傾向がみられる。
　 ③ 青少年は、保護者や自身が希望するほどの体験ができていない。
　 ④ 令和元年と比べると、コロナ禍を経て、青少年の体験活動が減少している。
　 ⑤ 「あの人のようになりたい」と思う大人は有名人が４割程度で最も多い。なりたいと思う大人がいないと

いう割合は、学年が上がるにつれて増加し、高校生では３割程度となっている。

　小学生には１年間の学校外での体験活動として「実際にしたこと」を、その保護者には１年間の学校外での体験
活動として子供に「してほしいこと」をそれぞれ尋ねて回答の比較を行いました。小学生の保護者が「とてもして
ほしい」または「少ししてほしい」と回答した割合は１３項目のうち１２項目で９割以上であり、各質問に「してほし
くない」と答えた割合も１割未満でした。
　中学生と高校生に対して、１年間の学校外での体験活動として「実際にしたこと」と「したいこと」を尋ねて回答
の比較を行いました。「農業や林業、漁業での勤労や生産を体験すること」、「商店（お店）や会社などで実際の
職業を体験すること」、「外国の人と話したり、遊んだり、一緒に生活したりすること」は、体験の希望と実際の
体験活動の実施との差が大きいという実態が分かりました。

2

青少年は、保護者や自身が希望するほどの体験ができていません。

＼ここに注目しました／

報告書
https://koueki.net/user/niye/110376019-1zentai.pdf

概要
https://koueki.net/user/niye/110376019-1gaiyou_r4ishikichousa.pdf
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報告書
https://koueki.net/user/niye/110373404-1zentai.pdf

概要
https://koueki.net/user/niye/110373404-1gaiyou.pdf

図2　将来の生き方や進路にかかわる活動への関心（「関心がある」と回答した割合）
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図3　将来の生き方や進路にかかわる活動への取組（「取組をしている」と回答した割合）
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高校生の進路と職業意識に関する調査 ―日本・米国・中国・韓国の比較―

　毎年度テーマを設定し、その意識や実態を把握することを目的とした高校生対象の調査を米国、中国、韓国、
日本で同時に行い、日本の高校生の特徴や課題を分析しています。令和５年度のテーマは、「高校生の進路と
職業意識」で、日本の高校生の主な特徴として次の５つがあげられることが分かりました。

● 主な調査結果（「高校生の進路と職業意識に関する調査報告書―日本・米国・中国・韓国の比較―（令和５年
６月発行）」より）

　 ① 進路にかかわる活動への関心が高く、学習も行われているが、実際の体験が少ない。
　 ② 「仕事」「働くこと」のイメージは「生活のため」「社会人としての義務」が強い。
　 ③ 職業選びにあたって、「仕事の環境」「安定性」「自分の興味や好みに合っている」を重視している。
　 ④ １０年前と比較して、「暮らしていける収入があればのんびりと暮らしていきたい」「仕事よりも、自分の趣

味や自由な時間を大切にしたい」と考えている割合が上昇している。
　 ⑤ 今の生活に満足しているが、将来への不安が強い。

3

　日本の高校生は、「職業の種類や内容」「進路選択の方法」を「学習したことがある」と回答した割合が８割強と
なっており、米中韓を大きく上回っています。また、「職業の見学」「就業体験」に「関心がある」と回答した割合
が６割以上と高いですが、それらの「取組をしている」と回答した割合は、いずれも約１割と最も低いです。

日本の高校生は、進路にかかわる活動への関心が高く、学習も行われているが、
実際の体験が少ない。

＼ここに注目しました／

図1　将来の生き方や進路についての学習（「学習したことがある」と回答した割合）
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キッズ＆ジュニアサイエンス ～薬の不思議編～
団体名：学校法人新潟薬科大学　活動日：令和５年７月15日、16日、10月１日
募集対象：小学校１～６年生、中学生

　小中学生を対象に、薬に興味を持ち、正しい飲み方や知識を学ぶことを目的に薬の
実験教室を実施しました。シロップ剤と水、お茶、ジュースを混ぜて比較することで、
薬と飲み物の相互作用について学んだり、ラムネを用いて散剤を作ったり、作った散剤
をもとにカプセル剤を作り、どれが早く溶けるのか、それぞれの剤型の特徴について学
びました。さらに、処方せんをもらい軟膏を作って、薬を渡す実際の薬剤師の仕事を体
験するなど、薬についての正しい飲み方や知識について理解を深める機会となりました。

見えない見えにくい子どもと本をつなぐ 
団体名：NPO法人弱視の子どもたちに絵本を　活動日：令和５年７月９日
募集対象：大学生、一般成人、視覚障害者、ボランティア

　視覚障害児の読書活動を支援するためのフォーラムを開催しました。今回は、
視覚障害についての理解を深めるため、絵本「みえなくなったちょうこくか」の著者で
全盲の三輪途道氏から「見えない」を理解するための講演や見えない子供に伝わる
本について考えるワークショップを行いました。視覚障害者、絵本と子供をつなぐ人、
点字や音声ボランティアの方々にとって、新たな視点に気づく機会となりました。

13.5％

24.0％
62.5％

5

（子どもを対象とする活動・子どもを対象とする活動を支援する活動）

● フォーラム等普及活動や指導者養成事業  等

（子どもを対象とする活動・子どもを対象とする活動を支援する活動）

● フォーラム等普及活動、指導者養成事業  等

https://dig.mu-komonjo.com/

発掘って遺跡だけじゃない！コモンジョ（古文書）を発掘して
「昔」から自分のことを発見してみよう
団体名：武蔵野大学古文書研修室

　子供たちが身近なところから古文書かもしれない物を見つけることから活動を始め
ます。古い手紙や葉書、難しい文字だらけで読めない物、古文書かどうかわかないもの
でも、見つけたら近くの図書館や郷土資料館、博物館を活用して手がかりを得て、地域
の中に飛び出して昔の痕跡の中に自分のルーツや歴史発見、過去との対話、先祖との
つながりをフィールドワークする地域社会体験を展開する教材です。
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をもとにカプセル剤を作り、どれが早く溶けるのか、それぞれの剤型の特徴について学
びました。さらに、処方せんをもらい軟膏を作って、薬を渡す実際の薬剤師の仕事を体
験するなど、薬についての正しい飲み方や知識について理解を深める機会となりました。

見えない見えにくい子どもと本をつなぐ 
団体名：NPO法人弱視の子どもたちに絵本を　活動日：令和５年７月９日
募集対象：大学生、一般成人、視覚障害者、ボランティア

　視覚障害児の読書活動を支援するためのフォーラムを開催しました。今回は、
視覚障害についての理解を深めるため、絵本「みえなくなったちょうこくか」の著者で
全盲の三輪途道氏から「見えない」を理解するための講演や見えない子供に伝わる
本について考えるワークショップを行いました。視覚障害者、絵本と子供をつなぐ人、
点字や音声ボランティアの方々にとって、新たな視点に気づく機会となりました。

13.5％

24.0％
62.5％

5

（子どもを対象とする活動・子どもを対象とする活動を支援する活動）

●フォーラム等普及活動や指導者養成事業  等

（子どもを対象とする活動・子どもを対象とする活動を支援する活動）

●フォーラム等普及活動、指導者養成事業  等

https://dig.mu-komonjo.com/

発掘って遺跡だけじゃない！コモンジョ（古文書）を発掘して
「昔」から自分のことを発見してみよう

団体名：武蔵野大学古文書研究所

　子供たちが身近なところから古文書かもしれない物を見つけることから活動を始
めます。古い手紙や葉書、難しい文字だらけで読めない物、古文書かどうかわかない
ものでも、見つけたら近くの図書館や郷土資料館、博物館を活用して手がかりを得
て、地域の中に飛び出して昔の痕跡の中に自分のルーツや歴史発見、過去との対
話、先祖とのつながりをフィールドワークする地域社会体験を展開する教材です。
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（１） 地方施設使用料
幼児（年少以上）    300円/泊
子供（小学生～高校生）    600円/泊
大人（18歳以上） 2,500円/泊［学生は1,200円/泊］
※上記の他、利用期間や利用区分により一部免除制度を設けております。詳細は各施設HPよりご確認
ください。

（２）食事料金（３食）：計2,000円程度

（３）その他
一部活動プログラムに係る料金等、別途費用が発生するものがあります。
※国立オリンピック記念青少年総合センターの施設使用料は、上記と異なりますのでHP等でご確認
ください。（https://nyc.go.jp)
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世界文化遺産に登録された富士山を間近に望み、首都圏や中
京圏からも近く、富士山麓トレッキング、野外炊事、SDGsミッ
ションウォークラリーなどの多様な体験活動ができます。また、
大小の研修室やクロスカントリーコース（1.6km）等のスポー
ツ設備も充実しており、学びや活動の場として最適です。

山口県のほぼ中央、長門峡県立自然公園内に位置しています。
中国自動車道徳地ICから約15分です。県内最大級の天体望
遠鏡による天体観測、ハイキングなどの野外活動の他、人間関
係を築く力を高める体験学習プログラムが人気です。

室戸岬を南に望み、豊かな緑に囲まれた環境にあり、多様な自
然体験活動を通して、問題を解決する能力や、豊かな感性を育
むプログラムを実施しています。シーカヤックや磯観察といっ
た海活動も充実しています。

40

福岡県の中央に位置し、都市部からもアクセスしやすい場所に
あります。四季を通じていろんな動物や植物、昆虫をみること
ができ、また、フィールドビンゴやオリエンテーリングなど、手軽
に自然を楽しめます、晴天時には200mm天体望遠鏡で月や
土星などを観察できます。

険

淡路島の南端に位置し、白砂青松100選に選ばれた吹上浜を
見渡すことのできる場所にあります。人気のカッター研修や防
災・減災について体験を通じて学べる「防災・減災クエスト」な
どバリエーション豊かな体験活動プログラムを提供しています。

0799-55-2695

施設一覧

長崎県と佐賀県にまたがる多良山系の中腹に位置し、眼下に
は諫早平野や雲仙、遠くは天草が見えます。沢登りや、五家原
岳登山、オリエンテーリングなどの自然体験活動の他、林間で
のランニングや屋外バスケットコートを利用したスポーツ活動
もできます。

施
設
一
覧
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